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研究成果の概要（和文）：インタヴュー調査は,６名の研究者に依頼し４名の方から承諾を得た。当初の方針は
主に戦後の「大正デモクラシー」研究を牽引され,調査者が研究上の影響を受けて来た研究者の方々を候補とし
た。書籍や論文の背景となる執筆当時の社会認識,問題関心等を語ってもらうことを目的とした。この方針によ
り1940年代から60年代までの研究者ご本人の幼少期から学生時代の体験,影響を受けた人々に関する貴重な証言
を得ることが出来た。また,同志社大学人文科学研究所『社会科学』に３名のインタヴュー記録を掲載すること
が出来た。さらにインタヴューの全記録をまとめ、「大正デモクラシー」に関する調査者の研究論文を冊子にま
とめた。
　

研究成果の概要（英文）：The interview survey was conducted by requesting 6 researchers and obtaining
 consent from 4 researchers. The initial policy was mainly driven by the postwar "Taisho Democracy" 
research, and the researchers selected researchers who had been influenced by the research. The 
purpose was to have people talk about social awareness, problem interests, etc. at the time of 
writing, which is the background of books and treatises. With this policy, I was able to obtain 
valuable testimony about the researcher's childhood to student experience and the people who were 
influenced by him from the 1940s to the 1960s. In addition, we were able to publish the interview 
records of three people in the "Social Sciences" of the Institute of Humanities, Doshisha 
University. In addition, all the interview records were compiled, and the research papers of the 
researchers on "Taisho Democracy" were compiled into a booklet.

研究分野：日本近現代思想史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
インタヴュー調査の結果、各人の「大正デモクラシー」「吉野作造」「丸山眞男」「アジア認識」に対する考え
方を比較することができ、共通点および相違点を明らかにすることができた。また1930年代に対する歴史認識や
戦後民主主義に関する考え方が研究方法および内容に深く関わっていること、所属する大学や研究会などを基礎
とする学問的な共同体が存在し、個人が発する問題関心や研究視角も属する研究機関の「伝統」,人間関係,講義
やゼミとの関係のなかで育成されてきた側面があることが明確になった。論文の土台となるような政治的・社会
的諸体験を拝聴できたのは大きな収穫だった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

2014年 4月に大正デモクラシー再検討の会を田澤晴子、平野敬和、藤村一郎により結成。戦
後の「大正デモクラシー」研究の動機と時代状況との関わりを検討するため,代表的な研究者へ
のインタヴューを主軸にしながら,今後の「大正デモクラシー」研究の方向について考察するこ
とを目的とした。背景に「大正デモクラシー」の実在が問い直され、「改造」、「革新」など新た
な概念による把握が登場すると同時に社会的な保守化の進行で「デモクラシー」概念そのものが
問い直されてきたため、原点の研究動機や研究内容に立ち帰る必要に迫られたからである。 
 
２．研究の目的 
 
「戦後」デモクラシーとして議論されてきた「大正デモクラシー」研究の初発の動機、思想状
況を把握することで研究の背景にある時代認識や思想状況、学界の状況を明らかにすることで、
「大正デモクラシー」研究の意義および成果、そして今後の課題について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
インタヴューする研究者に関して,当初の方針は主に戦後の「大正デモクラシー」研究を牽引
され,調査者が研究上の影響を受けて来た研究者の方々を候補とした。書籍や論文の背景となる
執筆当時の社会認識,問題関心等を語ってもらうことを目的とした。この方針により 1940 年代
から 60 年代までの研究者ご本人の幼少期から学生時代の体験,影響を受けた人々に関する貴重
な証言を得ることが出来た。掲載しなかった内容も多々あるが,研究者ご本人の自分史を拝聴す
る機会を得たことは調査者それぞれに深い印象を残した。ただし,質問状送付直後に逝去の報が
もたらされた場合,またお断りになった場合もあった。松尾尊兊,松本三之介,三谷太一郎,飯田
泰三,鹿野政直,木坂順一郎の各氏にインタヴュー依頼を計画し,実施できたのは,松本,三谷,
飯田,木坂の四氏である。 
 
４．研究成果 
インタヴュー調査にあたっての「大正デモクラシー」研究の見取り図は下記のようなものであ
った。下線はインタヴューを実施できた研究者  
➀マルクス主義関係（信夫清三郎,井上清,木坂順一郎） 
➁近代政治学関係（松本三之介,三谷太一郎,飯田泰三） 
➂社会運動・民衆史学（松尾尊兊,鹿野政直） 
➃ナショナリズム・「革新派」研究（伊藤隆,有馬学） 
➀は講座派中心の「大正デモクラシー」の批判的研究の代表格である。1950 年代の信夫清三郎
の研究がその象徴である。今回のインタヴューにより,➁➂の研究が➀を前提とし、その反論を
目的の一つとしていることが確認できた（松本氏,三谷氏の記録）。一方,➀の枠組みのなかで,木
坂氏の革新倶楽部論は「大正デモクラシー」の可能性を論じており,それは京都の研究会や人脈
からの影響であることがインタヴューから推察された（木坂氏の記録）。また,➁では丸山眞男,
竹内好の影響力と,「生命」「生きる」「価値の転換」など哲学的な認識や課題が研究に通底して
いる点が印象に残った（松本氏,三谷氏,飯田氏の記録）。 
また,戦後民主主義と「大正デモクラシー」との関係についての認識は研究者により異なってい
る。両時期を「戦後」の思想と捉え,大衆民主主義時代における政党やリーダーシップを論じる
三谷氏は,「大正デモクラシー」を高く評価している。「生きる」という価値を戦後の根源的な思
想をすることで戦前期との断絶を論じられた松本氏は「大正デモクラシー」にやや批判的である。
これに対し,「昭和マルクス主義」を大正思想の帰結とし「昭和ファシズム」への展望を論じる
飯田氏,「天皇制絶対主義」から「ファシズム国家」論へと転換した木坂氏は,「大正デモクラシ
ー」と「ファシズム」との関係性への関心が強いように感じた。 
また,インタヴューを実施し,所属する大学や研究会などを基礎とする学問的な共同体が存在し
ていることを実感した。個人が発する問題関心や研究視角も,属する研究機関の「伝統」,あるい
は人間関係,聴講した講義やゼミとの関係のなかで育成されてきた側面がある。研究を支える背
景となる課題意識が,こうした記録から明らかにできるのではないかと思う。 
最後に,➂の鹿野政直による「大正デモクラシー」の質を問う研究を基点として,1930 年代の国
家体制や思想への展望をもつ➃の研究者にはインタヴューすることは出来なかった。これは
1930 年代に関する研究準備が調査者に不足していたのが原因である。今後の検討課題として,戦
後の歴史・政治・思想史学界における研究共同体の課題継承についての検討,「大正デモクラシ
ー」と戦後民主主義の複雑な関係性を架橋する 1930 年代研究の再考の必要が挙げられる。 
研究発表 
⑴日本思想史学会大会パネルセッション「「大正デモクラシー」の再検討」（2015 年 10 月 18 日）
吉野作造の満蒙論（藤村）,石橋湛山のアジア論（平野）,柳田国男とアカデミズム（田澤）に関



する研究発表を行った。その内容は,平野敬和・藤村一郎・田澤晴子「「大正デモクラシー」の再
検討」（『日本思想史学』48号,2016 年 9月 30 日）へ。 
⑵同志社大学人文科学研究所第 8 研究会（2017 年 2 月 24 日）にて「「大正デモクラシー」研究
の再検討――松本三之介・三谷太一郎氏の業績を中心に」を報告（田澤晴子,平野敬和） 
⑶研究報告（田澤晴子・平野敬和・藤村一郎の共著） 
「松本三之介氏インタヴュー記録――日本政治思想史をふり返る――」 
同志社大学人文科学研究所『社会科学』47巻 4号（2018年 2月,解説平野）に掲載 
「三谷太一郎氏インタヴュー記録――「大正デモクラシー」研究をふり返る――」 
同志社大学人文科学研究所『社会科学』48巻 2号（2018年 8月,解説平野）に掲載 
「飯田泰三氏インタヴュー記録――近代日本政治思想史をふり返る――」 
同志社大学人文科学研究所『社会科学』49巻 4号（2020年 2月,解説平野）に掲載 
「木坂順一郎氏インタヴュー記録――近代日本政治史をふり返る――」 
大正デモクラシー再検討の会編『「大正デモクラシー」の総合的研究』（2021年 3月）に掲
載 
 
研究会等の開催 
2014 年 
4 月  研究会結成 
8 月  松本三之介氏論文検討会（久留米大学） 
9 月  松本三之介氏インタヴュー1回目（マイスペース中野北口店） 
12 月 松尾尊兊氏へのインタヴューを書面で依頼（同月逝去） 
2015 年 
7 月  松本三之介氏インタヴュー2回目（MS＆BB 池袋西武横店） 
    同日,日本思想史学会大会準備報告会 
10 月 日本思想史学会大会最終準備の会合 
2016 年 
9 月 三谷太一郎氏論文検討会（名古屋大学） 
11 月 三谷太一郎氏インタヴュー（東京大学） 
2017 年 
4 月 科研「「大正デモクラシー」の総合的研究」基盤 C獲得（田澤代表） 
5 月 今後の計画の検討会（同志社大学） 
8 月 松本三之介氏インタヴュー記録作成・検討会（名古屋大学） 
9 月 鹿野政直氏論文検討会（久留米大学） 
11 月 鹿野政直氏へインタヴューを依頼（断念） 
2018 年 
2 月 三谷太一郎氏インタヴュー記録確認と検討会（同志社大学） 
7 月 飯田泰三氏論文検討会（岐阜大学） 
9 月 飯田泰三氏インタヴュー1回目（千葉市飯田氏宅） 
12 月 同上インタヴュー2回目（同上） 
2019 年 
2 月 飯田泰三氏インタヴュー記録確認と検討会（鹿児島大学リエゾンオフィス・東京） 
6 月 木坂順一郎氏論文検討会（鹿児島大学リエゾンオフィス・東京） 
7 月 木坂順一郎氏インタヴュー（龍谷大学） 
9 月 木坂順一郎氏インタヴュー記録検討会（鹿児島大学リエゾンオフィス・東京） 
2020 年 
2 月 科研成果報告書のための検討会（鹿児島大学リエゾンオフィス・東京） 
8 月 研究成果報告書の内容検討会（Zoom） 
11 月 研究成果報告書の内容検討会（Zoom） 
2021 年 
3 月 研究成果報告集発刊（120 冊を各所に配布） 
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